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このシンボルマークは、イラストレーターの和田誠

氏にボランティアで作成していただいたものです。

氏は、「市民が力を合わせて防災に当たるというこ

との象徴としてバケツリレーを取り上げた。犬と猫

が力を合わせているという絵にすることにより明

るいイメージになったと思う。」と話されています。

防災まちづくり大賞シンボルマーク



　阪神・淡路大震災や未曾有の大災害となった東日本大震災等、近年の大規模な災害の教訓を踏ま
えて、全国各地で防災対策の強化を図るための取組が行われているが、防災力の向上を図るためには、
防災につながる優れた事業を実施することはもちろんのこと、まちづくりや住民生活等においても
防災の視点を盛り込むことが重要であり、防災に関するハード及びソフトの工夫・アイディアが防災
対策の充実や防災意識の高揚等に大きく寄与するものである。
　「防災まちづくり大賞」は、地域に根ざした団体・組織等、多様な主体における防災に関する優れ
た取組、工夫・アイディア等、防災・減災や住宅防火に関する幅広い視点からの効果的な取組等を
表彰し、広く全国に紹介することにより、もって地域における災害に強い安全なまちづくりの一層の
推進に資することを目的とする。

日本橋三丁目西町会
共助 2015～大都会の再開発を越えて地域で助け合う命～… ……………………………………………… 1
つつじが丘北自治会・昭島つつじが丘ハイツ北住宅団地管理組合
災害時 “死者ゼロ ”を目指す！マンション管理組合と自治会との取組み…………………………………… 3
高木町自治会
地区防災計画に基づいた防災活動……………………………………………………………………………… 5

　次のいずれかに該当する取組を実施している組織、団体とする。
（1）防災対策に関するハード的な取組を実施している組織、団体
（2）防災対策に関するソフト的な取組を実施している組織、団体
（3）防災対策に関する普及啓発や情報発信等の取組を実施している組織、団体
（4）地域における住宅防火対策を通じて災害や火災に強いまちづくりを推進している組織、団体
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岩手県

岩手県陸前高田市のかつての中心地から車で30 分ほどの所
にある広田半島、６年前の東日本大震災では甚大な被害を

受けた。海沿いの集落の中には防潮堤の決壊により家屋の８割が
流出するなどの壊滅的な被害が発生した地区もある。
　田谷地区も、そんな集落の一つである。震災後、被災住民は高
台への集団移転を目指して協議会を設置した。そこで住民同士が
地区の再建を目指した議論を重ねるうちに、防災への関心が高ま
り、自分たちで考える「防災」をテーマに、活動をするようになった。
　そうした防災活動のうち、まず目を引くのは「逃げ地図」の作成
である。現地ヒヤリングの相手をしていただいた協議会事務局長
の村上俊之さんによれば、この地図は、津波に襲われた際、避難
する場所の高さではなく、そこに行くまでの時間を重視した地図で、
作成に当たってはワークショップを何度か開催し、子ども達（中学
生）が原案を作ったという。それに消防団の意見を入れて修正し、
女性グループ（漁協女性部）が補足して作成された。実物を見ると、
住宅一戸一戸が分かる大きな地図に住民の意見などいろいろな情
報が書き込まれており、なるほど、これは役に立つ地図だなと得

心がいった。また、作成された逃げ地図をもとにしたイベント「キ
ツネを探せ」も子ども達の参加を得て実施されている。
　風力発電所の設置にも驚いた。60 日近くも停電が続いた震災
の教訓を踏まえ、岩手県企業局の助成を受けて仮設住宅の傍らに
設置されている。確かに、復旧に時間がかかる際、被災地の電気
をどうまかなうかは大きな課題であり、そのために再生可能エネル
ギーを活用しようというのは、一つのアイディアである。
　こうした田谷地区の取り組みには明治大学、法政大学をはじめ
さまざまな関係者の支援があったが、それを引き出してきた村上事
務局長のエネルギッシュな活動があってこそと思われる。
　今、日本人の学習能力が問われているように思う。明治三陸地震、
昭和三陸地震につづく今回の大震災。これでは日本人は過去の教
訓に学ぶことができないと言われてもやむを得ないかもしれない。
近い将来、南海トラフ地震や三陸沖のアウターライズ地震は必ず
起きるはずである。そうした地震による津波の被害を、これまでの
経験を踏まえ、どのようにして最小化していくのか、日本の最大の
課題だと思われる。
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団体概要
　東日本大震災において甚大な被害を受けた田谷地区は、国の「防災集団移
転促進事業」による高台移転を目指し、平成２３年８月に当協議会を発足さ
せた。

背　景
　集団移転の課題や震災当時に体験した避難所運営について話し合うことで
防災について関心を強くし、他任せではなく、自分たちで考える「防災」をテー
マに活動を開始した。

取組の内容
　震災時の経験から風車による蓄電池を活用した「仮設木造談話室」を建立
し、停電時も電気を確保できる体制をとった。また、「避難地形時間地図（通
称、逃げ地図）」を作成し、実際に現地を子どもたちに歩いてもらうイベント「キ
ツネを探せ」を開催。さらに、地域活性化等について、専門家等の協力によ
るワークショップ「こながに会議」を継続している。

成　果
　住民の防災意識が高まっただけでなく、このような取組が他地域にも周知
され、関心を持ってもらえるようになった。

■ 設立年	
	 平成23年8月25日
■ 代表者	
	 会長　佐藤 武 氏
■ 構成人数	
	 役職３名、アドバイザー３名、
	 会員全ての住民等
■ 所在地	
	 岩手県陸前高田市広田町
■ 連絡先	
	 E-mail：sanchoyujin@yahoo.co.jp
■ 取組開始年月	
	 平成23年8月25日

1 ウインドレンズ設置　2014年１月設置。停電時の活用と風力デー
タ採取。
2 逃げ地図ワークショップ　学生、消防団、女性部で実施（写真は
消防団の回）。
3 逃げ地図　広田地区全体図。６地区分の個別図をまとめたもの。 
4 キツネを探しながら、子供たちは湧き水へ。
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